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2025 会社説明会

「私たちについて

【事例紹介】 志望度が「上がる説明会」と

「下がる説明会」の決定的な差
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はじめに

調査背景と目的

売り手市場が続く中、企業と学生の間における「情報のミスマッチ」が深刻化しています。特に昨今の学生(特に上位校層)

は、Web上の情報収集に長けており、企業HPにある「定型的な情報」よりもリアルで生々しい「口コミサイト」といった第三

者情報を求める傾向にあります。

そこで本調査では、現役就活生に対し「企業説明会」を一つの切り口として、独自にアンケート調査をしました。

・「どんな情報があれば志望度が上がるのか」

・「逆に、どんな説明会だと志望度が下がるのか」

・「シンプルに一番効果の高い説明会はどのような項目や要素を含んでいるのか」

企業側からは見えにくい学生の“生の声”を可視化し、採用力向上・歩留まり改善のための具体的なヒントとしてご提供します。
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MEICARIエグゼクティブサマリー

「企業説明」から「実態理解」へ: 就活生のニーズと多角的コンテンツ戦略

仕事内容のリアリティ

学生が最も知りたい情報は「実際の業務内容」であり、抽象的な企業説明よりも、具体的な仕事のイメージ

を重視している。

社員のリアルな声

02 志望度が上がる瞬間として最も多かったのは「社員の本音」であり、学生は企業の公式説明よりも、社員の

実体験やリアルな話を重視している。

数字による透明性

03
企業に開示してほしい情報として「年収レンジ」 「平均残業時間」など、働き方や待遇に関する定量情報へ
のニーズが高い。

学生が求めているのは「企業説明」ではなく「企業のリアル」。企業が意識することは、
「企業の魅力を伝える説明」ではなく「企業の実態を理解する情報」を提供するという視点になる。

また、学生側の就活の進行状況、取組状況によっても求められる情報が変わってくることも分かった。

1つの説明会コンテンツでこれらをカバーすることは難しく、多角的にコンテンツを用意する必要性も示された。
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回答者属性

回答者数 57 名 年次 2627 卒

学群 旧帝大、早慶、 MARCH 中心 文理比率

志望・内定業界 説明会の参加経験
*複数回答

商社
金融

28%
11回以上

23%
16%

メーカー

IT・通信

コンサル

インフラ

メディア・マスコミ

広告・メディア

16%

15%

12%

10%

8%

8%

建設・不動産 5%

公務員 1%

航空 1%
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説明会に対する不満の声
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